
６

三
滝
不
動
尊

母
畑
字
牛
沼

『
母

畑

ふ

る

さ

と

マ

ッ

プ

』
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刻
者
不
明
の
木
造
不
動
尊
は
現
在
地
よ
り
約
百
米
位
堀
下
の

四
割
石
の
上
に
剣
と
一
緒
に
野
晒
し
で
建
立
さ
れ
て
い
た
。
そ

の
後
観
音
様
に
移
し
た
が
、
大
正
二
年
神
仏
統
合
不
可
と
氏
子

の
発
言
あ
り
遠
野
末
治
様
（
権
大
夫
と
称
す
る
禰
宜
）
は
信
仰
心

厚
く
、
本
尊
様
と
剣
を
明
治
三
十
五
年
こ
ろ
幼
少
で
あ
り
な
が

ら
担
ぎ
出
し
、
村
中
歩
き
廻
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
村
の
有
志

は
こ
の
ま
ま
置
け
な
い
と
大
多
数
の
村
民
合
い
集
い
、
現
在
地

に
家
を
建
て
安
置
し
た
と
い
う
。
後
末
治
様
は
大
工
職
人
に
も

な
ら
れ
た
の
で
、
村
民
有
志
の
浄
財
を
仰
ぎ
現
在
の
お
堂
を
建

築
、
本
尊
様
と
剣
を
鎮
座
さ
せ
た
由
で
あ
る
。
尚
現
在
の
地
積

一
帯
は
関
根
一
巳
祖
父
房
吉
氏
の
所
有
地
で
あ
っ
た
が
無
償
寄

進
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
昔
は
旧
の
各
月
二
十
八
日
は
「
お
不
動
様

の
日
」
と
し
て
信
仰
し
て
い
た
が
、
現
在
は
氏
子
四
名
で
祭
典
日

は
旧
の
四
月
一
日
と
の
こ
と
。
小
川
の
辺
の
境
内
に
は
寛
延
四

年
（
一
七
五
一
年
）
文
政
二
年
（
一
八
一
九
年
）
建
立
の
二
十
三
夜
、

明
治
二
十
年
代
・
昭
和
二
十
年
代
の
馬
頭
観
世
音
等
の
供
養
塔

が
十
数
基
建
立
さ
れ
て
い
る
。

『
牛
沼
の
三
滝
不
動
尊
に
つ
い
て
』

母
畑
実
年
大
学
講
座
生

福
田

栄

務
川
家
は
武
蔵
国
榛
沢
郡
武
川
村

を
本
貫
と
し
、
幾
多
の
変
遷
後
、
忍

藩

阿
部
氏
に
仕
え
、
同
氏
と
と
も
に
白

河

さ
ら
に
は
棚
倉
に
移
動
し
た
。

戊
辰
戦
争
で
は
、
務
川
忠
四
郎
・

和

田
次
郎
父
子
は
棚
倉
落
城
の
の
ち
、

山
形
県
左
沢
ま
で
敗
走
し
、
の
ち
に
母
畑
に
居
を
構
え
た
と
い
う
。

和
田
次
郎
が
二
〇
歳
前
後
の
こ
と
で
あ
る
。
北
須
川
の
水
を
引
き
水

車
に
よ
る
精
米
製
粉
を
生
業
と
し
て
い
た
。

務
川
家
が
母
畑
を
居
住
地
に
選
ん
だ
経
緯
は
全
く
不
明
で
あ
る
。

明
治
一
〇
年
代
に
は
、
周
辺
の
村
々
と
の
地
主
小
作
関
係
の
文
書
を

残
し
て
お
り
、
維
新
後
早
い
段
階
か
ら
こ
の
土
地
に
居
住
す
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

和
田
次
郎
が
初
代
の
村
長
に
選
ば
れ
た
理
由
も
定
か
で
な
い
が
、

母
畑
で
は
ま
れ
な
士
族
で
あ
り
、
そ
の
子
た
ち
が
次
々
と
陸
軍
・
海

軍
の
将
官
、
あ
る
い
は
医
師
に
な
っ
て
行
く
中
で
、
周
辺
の
住
民
の

圧
倒
的
な
人
望
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
前
後
三
回

約
六
年
に
わ
た
っ
て
村
長
を
務
め
て
い
る
。

（
「
務
川
家
記
録
」
及
び
湯
郷
渡
字
米
子
平
務
川
ト
リ
氏
談
、
一
九
二
一

生
）

※
先
月
号
『
初
期
母
畑
村
村
会
』
の
母
畑
村
村
会
議
員
一
覧
の
八
番

関
根
儀
左
衛
門
の
生
年
不
明
が
判
明
し
ま
し
た
。
生
年
は
弘
化
四
年

（
一
八
四
七
）
十
二
月
二
十
四
日
で
す
。
（

大
字
母
畑
字
竹
ノ
内

関

根
義
親
氏
の
ご
先
祖

）

修
正
方
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

次
回
は
、
「
母
畑
の
戦
国
時
代
」
等
に
つ
い
て
掲
載
予
定
で
す
。

『
初
代
村
長
務
川
和
田
次
郎
』

石
川
町
史
よ
り
抜
粋

初代村長 務川和田次郎

（務川トリ氏蔵）

**************************************************************************

自治センター土手の草刈りボランティア 菊作り愛好会によるざる菊畑の草取り

ーーーーー新刊図書購入希望募集ーーーーー
新型コロナ対策交付金として図書購入費が各自治センターへ割り振られていますので

皆さんから購入して欲しい図書がありましたならご一報頂けると有難いです。

祠
祠
祠
祠
祠
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サロンで！！健康体操と脳トレで免疫力アップ！！

「輝け！

教育目標
令和２年１１月 第５６８月号

発行日

責任者

令和２年１１月１日

母畑自治センター

センター長 瀬谷 長一

発行所

母衣旗」

1日（日） 9:00  第46回母畑地区文化祭

7日（土） 9:00  第3回北須川渓谷ウオークラリー

7日（土）13:30  書道教室

10日（火） 9:30  湯郷渡サロン

講師：ニチイ学館

10日（火）13:30  下母畑サロン

講師：矢内貴子（保健福祉課）

11日（水）18:00 民謡教室

12日（木）13:30 ハーモニカ教室

13日（金） 9:30 上母畑サロン

講師：廣田智（理学療法士）

編集後記 今年は、母畑区民の皆様が大変楽しみにしていましたカカシまつりのイベントは、コロナ禍の中

三密になる可能性があり止む無く中止にし、文化祭の展示のみになりました。秋の夜長を好きな本

を読んで頭を鍛えてみては如何でしょうか。

19日（木） 9:30  湯郷渡いきいき体操教室

講師：廣田智（理学療法士）

21日（土）13;30  書道教室

25日（水）18:00  民謡教室

26日（木） 9:30  下母畑いきいき体操教室

講師：廣田智（理学療法士）

26日（木）13:30  ハーモニカ教室

27日（金） 9:30  上母畑いきいき体操教室

講師：廣田智（理学療法士）

28日（土）13:30  書道教室

今月もサロンは『三密』にならないように窓を開けたり、イス幅を開けたり、マスクをして、手を消毒し入室

しています。10/6（火）湯郷渡サロン（参加14名講師 杉山雪江 ニチイ学館）は、健康体操を頭から足までの

全身と指先を利用した脳トレを。10/13（火）下母畑サロン（参加11名 講師 円谷礼子 中島リバティ）も健康

体操と脳の考え方を柔らかくする脳トレを。10/9（金）上母畑サロン（参加11名講師：廣田智理学療法士）

は、全身の健康体操と図形パズルを利用した脳トレを行いました。

10/14（水）13時30分から第2回福祉部会（部会長添田

安夫）が開催され、最初に瀬谷センター長と添田部会長から

挨拶を頂いた。その後、添田部会長の議長の元、2層定例会報

告について、一人暮らしのアンケート調査（案）についてを事

務局から報告された。そして小松広江生活支援員から「生活支

援体制整備事業について」の講話があった。

次回は、アンケート対応策と支え合いの仕組み作りを検討す

る。

１１ 月 の 行 事

母畑自治センターだより

第2回福祉部会開催

第2回福祉部会開催

第４回理事会 ”自主防災組織結成について ”会議開催！

下母畑サロン

今月の題字（２８５）小４ 関根羽海さん

湯郷渡サロン 上母畑サロン

いよいよ11月より「いきいき体操教室」スタート！！
皆さん参加して脳トレと健康体操で健康寿命を延ばしましょう！！

10月23日（金）18:30から第4回理事会（会長瀬谷

長一）が開催された。最初に石川町防災対策室長鈴木

茂彰様から石川町地区防災計画についての話して頂き

ました。続いて瀬谷自治協議会長からは、自主防災部

会について前回の第3回理事会（8/25）の議題に基づ

き、自治協議会規約改正（案）、自主防災部会会則（

案）、母畑地区自主防災部会行動計画（案）、自主防

災部会構成員及び推薦について防災部会役員について

審議された。結果、全ての案件は全て承認され、母畑

地区自治協議会自主防災部会として発足しました。

今後は、自主防災部会を構成する部会員の募集であ

ります。母畑区民の皆様でボランテア活動（対象各行

政区：区長ＯＢ、消防団ＯＢ若干名）として協力して

も良いという方は、各行政区長へ申し込んで下さい。

尚、詳しくは自治センターへ問合せをお願い致します。 第4回理事会

****************************************************************************


